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こ
の
低
密
度
な
領
域
は
バ

リ
ア
機
能
が
低
く
、
乾
燥
し

や
す
い
「
う
る
お
い
の
す
き

間
」
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ

の
悪
玉
化
の
発
端
と
な
る
遊

離
脂
肪
酸
の
脱
離
は
ア
セ
チ

ル
ア
ミ
ノ
酸
に
よ
っ
て
抑
制

で
き
る
こ
と
を
見
出
し
た
。

　

肌
の
バ
リ
ア
機
能
は
、
花

粉
な
ど
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
や
病

原
性
微
生
物
と
い
っ
た
有
害

物
質
が
体
内
に
侵
入
す
る
こ

と
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
肌
内

部
か
ら
の
水
分
蒸
散
を
防
ぐ

こ
と
で
う
る
お
い
を
保
つ
重

要
な
役
割
を
担
う
。
中
で
も

角
層
の
細
胞
間
脂
質
は
肌
の

最
表
面
で
あ
る
角
層
の
細
胞

間
を
埋
め
る
こ
と
で
そ
の
一

翼
を
担
う
大
切
な
要
素
だ
。

例
え
ば
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
の
患
者
は
肌
バ
リ
ア
機
能

が
低
下
し
て
い
る
が
、
健
常

者
と
比
べ
て
細
胞
間
脂
質
の

充
填
密
度
が
低
い
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
肌
バ
リ
ア
機
能
の

低
下
は
健
常
者
に
お
い
て
も

普
段
の
洗
顔
な
ど
で
日
常
的

に
起
こ
り
う
る
現
象
で
あ

り
、
同
社
で
は
バ
リ
ア
機
能

低
下
と
細
胞
間
脂
質
の
充
填

構
造
の
関
係
に
着
目
し
た
研

究
を
進
め
て
き
た
。
既
に
赤

外
分
光
法
を
用
い
る
こ
と

で
、
細
胞
間
脂
質
の
充
填
密

度
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
成

功
し
て
お
り
、
肌
の
中
で
密

度
が
高
い
領
域
と
低
い
領
域

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。
こ
の
低
密
度

の
領
域
は
、
バ
リ
ア
機
能
が

低
く
、
乾
燥
が
起
き
や
す
い

「
う
る
お
い
の
す
き
間
」
と

い
え
る
が
、
な
ぜ
こ
の
す
き

間
が
生
じ
る
か
は
解
明
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
研

究
で
は
こ
の
原
因
解
明
と
そ

の
対
応
策
に
つ
い
て
探
求
し

た
。

　

具
体
的
に
は
、
細
胞
間
脂

質
の
充
填
構
造
と
構
成
成
分

の
関
係
を
調
査
し
た
。
主
要

構
成
成
分
で
あ
る
セ
ラ
ミ

ド
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
遊

離
脂
肪
酸
の
割
合
を
変
化
さ

せ
た
細
胞
間
脂
質
モ
デ
ル
を

複
数
作
製
し
、
各
モ
デ
ル
の

充
填
構
造
を
Ｘ
線
小
角
・
広

角
散
乱
測
定
に
よ
り
解
析
し

た
。
そ
の
結
果
、
遊
離
脂
肪

酸
の
割
合
が
高
い
モ
デ
ル
で

は
高
密
度
な
充
填
構
造
を
示

す
シ
グ
ナ
ル
が
検
出
さ
れ
、

一
方
割
合
の
低
い
モ
デ
ル
で

は
高
密
度
な
充
填
構
造
は
検

出
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
遊
離
脂
肪
酸
の
存

在
が
高
密
度
な
充
填
構
造
に

大
き
く
関
与
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
脂
質
モ

デ
ル
は
構
成
成
分
の
割
合
に

関
わ
ら
ず
、
ラ
メ
ラ
構
造
と

い
う
水
と
油
の
層
が
連
な
っ

た
周
期
構
造
を
形
成
し
、
低

密
度
な
充
填
構
造
の
方
が
こ

の
周
期
が
短
い
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
こ
の
ラ
メ
ラ
構
造
の

周
期
に
最
も
関
連
が
深
い
構

成
成
分
は
セ
ラ
ミ
ド
で
あ

り
、
周
囲
の
環
境
に
よ
っ
て

分
子
の
形
態
を
変
え
う
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
遊
離
脂
肪
酸
が
不
足

す
る
こ
と
で
セ
ラ
ミ
ド
が
形

態
変
化
し
た
「
悪
玉
セ
ラ
ミ

ド
」
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
り

細
胞
間
脂
質
の
充
填
構
造
の

密
度
が
低
下
し
、「
う
る
お

い
の
す
き
間
」
の
形
成
や
肌

バ
リ
ア
機
能
の
低
下
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
「
悪
玉
セ
ラ
ミ
ド
」

へ
の
対
応
策
の
探
索
を
行
っ

た
。
細
胞
間
脂
質
の
密
度
を

維
持
・
増
加
さ
せ
る
成
分
の

候
補
と
し
て
、
角
層
の
Ｎ
Ｍ

Ｆ
成
分
（
天
然
保
湿
因
子
）

に
着
目
し
、
複
数
の
ア
ミ
ノ

酸
・
ア
ミ
ノ
酸
誘
導
体
を
検

討
し
た
と
こ
ろ
、
ア
セ
チ
ル

ア
ミ
ノ
酸
に
効
果
を
見
出
し

た
。
ヒ
ト
由
来
の
角
層
シ
ー

ト
に
ア
セ
チ
ル
ア
ミ
ノ
酸
を

60
分
間
作
用
さ
せ
る
こ
と

で
、
低
密
度
な
充
填
構
造
の

減
少
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ

　

今
回
の
受
賞
は
研
究
内
容

に
加
え
、
中
国
化
粧
品
業
界

の
技
術
進
歩
へ
の
貢
献
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
、
同
社
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
４
件
の
論

文
全
て
が
受
賞
し
、
う
ち
１

件
は
中
国
現
地
の
研
究
所
で

企
画
・
推
進
ま
で
全
て
を
リ

ー
ド
し
創
出
さ
れ
た
技
術
に

つ
い
て
の
も
の
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
最
も
優
秀
な
研
究

に
贈
ら
れ
る
「
１
等
賞
」
に

つ
い
て
は
、
資
生
堂
と
し
て

通
算
９
回
目
の
受
賞
と
な

る
。
こ
れ
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
研
究
開
発
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
か
し
て
生
み
出
さ
れ
た

最
新
研
究
や
高
い
技
術
を
、

中
国
専
用
ブ
ラ
ン
ド
「
オ
プ

レ
」
を
は
じ
め
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
展
開
す
る
「
エ
リ
ク
シ

ー
ル
」
や
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

Ｄ
Ｏ
」
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
の
化

粧
品
開
発
へ
幅
広
く
活
用
し

て
い
く
。

　

１
等
賞
を
受
賞
し
た
論
文

タ
イ
ト
ル
は
「
肌
の
抗
重
力

シ
ス
テ
ム
『
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
ベ
ル
ト
』
の
解
明 

～
皮

膚
解
析
を
革
新
す
る
「
４
Ｄ

デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ン
」
の
開
発

～
」
で
資
生
堂
み
ら
い
開
発

研
究
所
の
江
連
智
暢
フ
ェ
ロ

ー（
写
真
）
が
発
表
し
た
。

　

こ
の
論
文
で
は
世
界
に
先

駆
け
て
肌
内
部
の
動
き
を
４

次
元
的
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
す

る
「
４
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
ス
キ

ン
」
を
開
発
す
る
こ
と
で
、

そ
の
謎
に
迫
っ
た
。
解
析
の

結
果
、
顔
の
肌
に
は
、
立
毛

筋
と
い
う
微
小
な
筋
肉
が
高

密
度
で
配
向
し
、
こ
れ
が
重

力
に
抵
抗
し
て
肌
を
支
え
る

可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
そ
こ

で
、
こ
の
立
毛
筋
に
よ
る
抗

重
力
シ
ス
テ
ム
を
「
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
ベ
ル
ト
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
た
。
一
方
、
加
齢
と

と
も
に
立
毛
筋
が
衰
え
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
ベ
ル
ト
の
機
能

が
低
下
す
る
こ
と
で
、
た
る

み
に
つ
な
が
る
こ
と
が
示
唆

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
肌
を
ス

ト
レ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
、
衰

え
た
立
毛
筋
を
活
性
化
す
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
今

回
得
ら
れ
た
知
見
を
基
に
、

新
た
な
ス
キ
ン
ケ
ア
の
開
発

を
進
め
て
い
く
。

　

２
等
賞
を
受
賞
し
た
論
文

タ
イ
ト
ル
は
「
高
分

子
保
湿
剤
が
肌
内
部

で
働
く
、
革
新
的
な

年
齢
肌
用
ス
キ
ン
ケ

ア 

～
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
を
送
達
し
効
果
を

高
め
る
体
積
制
御
技

術
～
」（
発
表
者
＝

資
生
堂
み
ら
い
開
発

研
究
所 

藤
井
美
佳

研
究
員
）
と
「
納
豆

菌
の
同
種
菌
の
発
酵

か
ら
得
ら
れ
る
環
状
ペ
プ
チ

ド
の
ス
キ
ン
ケ
ア
機
能
の
探

求
」（
発
表
者
＝
資
生
堂 

中

国
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー 

曲
睿
（
チ
ウ 

ル
エ
イ
）

製
品
開
発
シ
ニ
ア
研
究
員
）

だ
っ
た
。

　

前
者
の
研
究
で
は
、
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
の
体
積
を
制
御

し
、
肌
へ
の
浸
透
性
を
高
め

る
技
術
を
開
発
し
た
。
こ
の

技
術
に
よ
り
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

の
体
積
を
小
さ
く
し
、
角
層

に
浸
透
し
や
す
く
す
る
こ
と

で
、
角
層
の
柔
軟
性
や
透
明

度
の
向
上
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
小
さ
く
な
っ
た
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
の
体
積
を
再
度
大

き
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
角

層
水
分
量
や
肌
の
キ
メ
状
態

の
改
善
が
認
め
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
効

果
を
肌
内
で
発
揮
さ
せ
る
画

第
15
回
中
国
化
粧
品
学
術
検
討
会
で
１
等
賞
を
受
賞

資生堂

は
ア
セ
チ
ル
ア
ミ
ノ
酸
が
有

す
る
負
電
荷
と
イ
オ
ン
化
し

た
遊
離
脂
肪
酸
と
の
間
に
電

気
的
な
反
発
力
が
働
き
、
細

胞
間
脂
質
か
ら
の
遊
離
脂
肪

酸
の
脱
離
を
抑
制
で
き
た
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
ア
セ
チ
ル

ア
ミ
ノ
酸
は
「
悪
玉
セ
ラ
ミ

ド
」
発
生
の
発
端
と
な
る
遊

離
脂
肪
酸
の
脱
離
を
抑
制
で

き
る
肌
バ
リ
ア
機
能
の
維
持

に
有
用
な
成
分
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
肌
バ

リ
ア
機
能
の
低
下
の
一
因
は

形
態
変
化
し
た
「
悪
玉
セ
ラ

ミ
ド
」
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
ま
た
、
こ
の
悪
玉
化

の
ト
リ
ガ
ー
と
な
る
遊
離
脂

肪
酸
の
脱
離
は
ア
セ
チ
ル
ア

ミ
ノ
酸
に
よ
っ
て
抑
制
で
き

る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
こ

の
知
見
は
今
後
の
ス
キ
ン
ケ

ア
製
品
に
応
用
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
も
、
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
な
が
る
基
盤
研

究
や
顧
客
の
肌
悩
み
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
る
製
品
へ
の

応
用
研
究
を
推
進
し
て
い
く
。

角層細胞
角層

セラミド 遊離脂肪酸

（日々の洗顔などによる）
遊離脂肪酸の脱離

コレステロール

肌

細胞間脂質
肌バリア機能に重要
高密度な充填構造をもつ

遊離脂肪酸の脱離によって
形態変化したセラミド

悪玉セラミド

うるおいのすき間をつくり
肌バリア機能低下の原因に

　

コ
ー
セ
ー
は
、
乾
燥
な
ど
か
ら
肌
を
守
る
肌
バ
リ
ア
の
機
能
低
下
が
、
細
胞
間
脂

質
の
主
要
構
成
成
分
の
１
つ
で
あ
る
セ
ラ
ミ
ド
が
形
態
変
化
し
た
「
悪
玉
セ
ラ
ミ
ド
」

に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
こ
の
悪
玉
化
は
肌
バ
リ
ア
の
一
部
で
あ
る
角

層
の
細
胞
間
脂
質
か
ら
遊
離
脂
肪
酸
が
脱
離
す
る
こ
と
で
セ
ラ
ミ
ド
の
分
子
形
態
が

変
化
し
、
細
胞
間
脂
質
の
充
填
構
造
（
分
子
の
詰
ま
り
具
合
）
が
低
密
度
に
な
る
こ

と
で
起
こ
る
。

●「うるおいのすき間」をつくる「悪玉セラミド」のイメージ図

コーセー
アセチルアミノ酸に

悪玉化の抑制効果を確認

期
的
な
製
剤
へ
の
応
用
が
期

待
さ
れ
る
。

　

後
者
の
研
究
で
は
、
納
豆

菌
と
同
種
の
枯
草
菌
か
ら
発

酵
さ
せ
て
得
ら
れ
る
生
物
界

面
活
性
剤
に
注
目
し
た
。
そ

の
特
異
な
親
水
性
の
高
さ
を

活
か
し
、
さ
ら
に
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
補
助
乳
化
成
分
と
併

用
す
る
際
の
水
、
油
、
界
面

活
性
剤
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス

の
状
態
を
研
究
し
た
。
そ
の

結
果
、
天
然
由
来
成
分
で
つ

く
ら
れ
た
透
明
で
安
定
性
の

高
い
、
大
量
生
産
可
能
な
ナ

ノ
エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
を
開
発
す

る
こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
ナ
ノ
エ
マ
ル
ジ
ョ

ン
パ
ー
ツ
を
配
合
す
る
こ
と

で
、
良
好
な
浸
透
感
と
高
い

薬
剤
浸
透
効
果
を
も
つ
ス
キ

ン
ケ
ア
製
剤
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

資
生
堂
は
、
中
国
香
料
香
精
化
粧
品
工
業
協
会
が
主
催
す
る
「
第
15
回
中

国
化
粧
品
学
術
研
討
会
」（
２
０
２
４
年
５
月
24
～
26
日
、
中
国
・
江
蘇
省
無

錫
市
）
に
お
け
る
優
秀
論
文
と
し
て
、
１
７
９
件
の
論
文
エ
ン
ト
リ
ー
の
中

か
ら
「
１
等
賞
」、「
２
等
賞
」
２
件
と
「
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
。


